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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

出
来
立
て
を
味
わ
う

サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
工
場
見
学

　

医
院
閉
院
に
つ
き
、
９
月

１
日（
日
）10
時
〜
17
時
の
１

日
限
定
で
す
が
、
医
院
に
あ

る
も
の
を
何
で
も
激
安
で
お

分
け
い
た
し
ま
す
。
当
日
、

テ
ナ
ン
ト
入
居
の
ビ
ル
は
オ

ー
ト
ロ
ッ
ク
が
か
か
っ
て
い

る
の
で
、
ご
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
開
錠
い
た
し
ま
す
。

【
住
所
】
大
阪
市
北
区
国
分

寺
１
‐
２
‐
１
キ
ョ
ー
エ
イ

ビ
ル
３
０
１

【
連
絡
先
】
上
田
歯
科
医
院

06
―
６
３
５
６
―
６
４
３
０

　

掲
載
内
容
の
確
認
や
条
件

な
ど
の
交
渉
は
当
事
者
間
で

お
願
い
し
ま
す
。

譲
り
ま
す

会会  

員員  

投投  

稿稿

９月度生涯研修抄録

北河内地区

「歯痛」を見直す―口腔顔面痛の診査・診断の基本
和嶋浩一（慶應義塾大学医学部歯科口腔外科学教室非常勤講師、

日本口腔顔面痛学会元理事長　　　　　　　　　　　）

第
２
回　

８
月
24
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

　

内
容 

【
検
査
・
画
像
診
断
・
投
薬
・
麻
酔
、
処
置
、
歯
周

疾
患
】

第
３
回　

９
月
21
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

　

内
容
【
手
術
、
歯
冠
修
復
ブ
リ
ッ
ジ
、
有
床
義
歯
】

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

定
員　

１
０
０
人　
　

会
費　

会
員
無
料　

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

持
参
物　
『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
』（
２
０
１
８
年
４
月
版
）

社
保
講
習
会
【
会
員
限
定
】

日
時　

８
月
24
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階　
　

定
員　

50
人

講
師　

疋
田
英
司
税
理
士
（
協
会
医
業
税
理
士
団
副
団
長
）

会
費　

会
員
・
会
員
家
族
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、

　
　
　

未
入
会
者
１
万
円

税
務
調
査
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
と
日
常
の
留
意
点

医
科
・
歯
科
経
税
部
共
催
２
０
１
９
税
務
調
査
対
策
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

８
月
25
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

斎
藤
貴
男
氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

会
費　

無
料

消
費
税
の
カ
ラ
ク
リ
―
「
増
税
不
可
避
」
論
を
乗
り

越
え
る

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
９
市
民
公
開
講
座

日
時　

９
月
21
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場　

 

高
槻
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階
「
研
修
室
」（
各

線
高
槻
駅
か
ら
徒
歩
８
分
）

講
師　

 

有
元
阿
佐
緒
氏
（
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
甲
南
病
院
歯
科

・
口
腔
外
科
部
長
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

40
人

臨
床
医
の
た
め
の
歯
周
治
療

三
島
地
区
講
習
会

日
時　

９
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時

会
場　

 

カ
タ
シ
モ
ワ
イ
ン
フ
ー
ド
株
式
会
社
（
柏
原
市
太
平

寺
２
‐
９
‐
14
）

集
合　

近
鉄
大
阪
線
「
安
堂
」
駅
改
札
前
に
午
前
10
時
15
分

会
費　

 

会
員
・
家
族
・
ス
タ
ッ
フ
お
一
人
に
つ
き
４
千
円

（
ラ
ン
チ
代
含
む
）

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

河
内
ワ
イ
ン
・
カ
タ
シ
モ
ワ
イ
ナ
リ
ー
見
学
＆
フ
レ

ン
チ
ラ
ン
チ
会

南
河
内
地
区
文
化
企
画

法
律　

９
月
２
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

税
務　

９
月
18
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

雇
用　

９
月
19
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

無料相談

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
、
視
点

を
移
動
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
七
色
に
変
化
す
る
輝
き

を
楽
し
め
る
。
他
方
、
石
こ

ろ
で
も
観
察
す
れ
ば
多
く
の

こ
と
が
解
る
。

　

相
手
の
立
場
に
な
る
こ

　

口
腔
顔
面
痛
外
来
を
受
診

す
る
患
者
の
主
訴
で
多
い
の

成
26
年
版
歯
科
医
師
国
家
試

験
出
題
基
準
に
含
ま
れ
、
毎

年
、
関
連
問
題
が
出
題
さ
れ

て
い
る
が
、
前
記
の
よ
う
に

い
ま
だ
理
解
度
が
高
ま
っ
て

は
い
な
い
。

　

非
歯
原
性
歯
痛
は
原
疾
患

毎
に
、
①
筋
・
筋
膜
性
歯

痛
、
②
神
経
障
害
性
歯
痛

（
三
叉
神
経
痛
、
帯
状
疱
疹

後
神
経
痛
、
外
傷
性
有
痛
性

三
叉
神
経
ニ
ュ
ー
ロ
パ
チ
ー

な
ど
）、
③
神
経
血
管
性
歯

痛
（
片
頭
痛
、
群
発
頭
痛
な

ど
）、
④
上
顎
洞
性
歯
痛

（
副
鼻
腔
炎
な
ど
）、
⑤
心

臓
性
歯
痛
（
狭
心
症
、
心
筋

梗
塞
な
ど
）、
⑥
精
神
疾
患

ま
た
は
心
理
社
会
的
要
因
に

よ
る
歯
痛
（
身
体
表
現
性
障

９
月
度
生
涯
研
修

　

日
時　

９
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

　

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

　

申
し
込
み　

協
会
事
務
局（
06
‐
６
５
６
８
‐
７
７
３
１
）

害
、
統
合
失
調
症
、
大
う
つ

病
性
障
害
等
）、
⑦
特
発
性

歯
痛
（
非
定
型
歯
痛
を
含

む
）、
⑧
そ
の
他
の
様
々
な

疾
患
（
巨
細
胞
性
動
脈
炎
な

ど
）、
に
よ
り
生
じ
る
歯
痛

か
ら
成
る
。
こ
れ
ら
の
原
疾

患
は
口
腔
顔
面
痛
の
主
な
る

疾
患
で
も
あ
り
、
非
歯
原
性

歯
痛
を
学
習
す
る
こ
と
は
口

腔
顔
面
痛
学
習
に
も
な
る
。

　

講
演
で
は
、
痛
み
診
療
の

た
め
の
臨
床
診
断
推
論
を
解

説
し
て
、
基
本
的
口
腔
顔
面

痛
の
診
査
の
流
れ
を
示
す
。

次
に
歯
原
性
歯
痛
と
非
歯
原

性
歯
痛
の
鑑
別
、
非
歯
原
性

歯
痛
の
原
疾
患
毎
の
解
説
と

診
断
、
治
療
法
を
実
際
の
症

例
を
交
え
て
解
説
す
る
。

　

北
河
内
地
区
は
７
月
21

日
、
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
工

場
「
京
都
ブ
ル
ワ
リ
ー
」
見

学
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
13
人

が
参
加
し
た
（
写
真
）。

　

ツ
ア
ー
で
は
、
素
材
選
び

か
ら
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
に
至

る
ま
で
、
ビ
ー
ル
づ
く
り
の

こ
だ
わ
り
を
視
覚
や
味
覚
で

楽
し
み
な
が
ら
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
見
学
後
の
試
飲
で

は
、
３
種
類
の
出
来
立
て
ビ

ー
ル
を
味
わ
い
な
が
ら
工
場

の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
だ
。
見

学
後
の
懇
親
会
で
は
、
魚
尽

く
し
の
懐
石
料
理
を
堪
能
。

「
ゆ
っ
た
り
し
た
時
間
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
た
」
と
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

は
歯
痛
、
歯
肉
痛
で
あ
り
、

通
常
の
歯
科
治
療
で
治
る
は

ず
の
痛
み
が
半
数
以
上
を
占

め
て
い
る
と
い
う
状
況
が
長

年
変
わ
っ
て
い
な
い
。
通
常

の
歯
科
治
療
で
簡
単
に
治
る

は
ず
の
歯
痛
、
歯
肉
痛
が
難

治
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理

由
は
痛
み
の
原
因
が
歯
原
性

で
は
無
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

歯
原
性
と
誤
っ
て
診
断
し
、

原
因
で
な
い
歯
の
治
療
を
し

た
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
歯
や
歯
周
組
織
に
は
異

常
が
無
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
歯
痛
、
歯
肉
痛
が
感
じ

ら
れ
る
非
歯
原
性
歯
痛
に
つ

い
て
、
一
般
歯
科
医
師
の
理

解
度
は
未
だ
低
い
ま
ま
で
あ

る
。

　

臨
床
的
に
よ
く
経
験
す
る

こ
と
と
し
て
、
歯
髄
炎
に
よ

る
歯
痛
の
患
者
が
痛
み
の
部

位
を
上
下
顎
間
違
っ
て
訴
え

た
り
、
肩
こ
り
に
よ
っ
て
頭

痛
や
歯
痛
が
生
じ
、
マ
ッ
サ

ー
ジ
に
よ
っ
て
歯
痛
も
改
善

し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
痛
み
を
感
じ

る
部
分
に
痛
み
の
原
因
が
あ

る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
は
歯

科
医
師
の
ほ
と
ん
ど
が
経
験

し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

偶
然
、
錯
覚
と
受
け
取
ら
れ

て
い
た
。

　

日
本
の
歯
科
教
育
で
は
、

歯
痛
＝
歯
原
性
で
、
痛
み
が

感
じ
ら
れ
る
部
分
に
痛
み
の

原
因
が
あ
る
の
で
、「
歯
が

痛
い
の
は
そ
の
歯
が
原
因
」

と
し
て
、
歯
痛
に
は
歯
原
性

以
外
に
様
々
な
疾
患
が
原
因

と
な
り
、
異
所
性
疼
痛
と
し

て
歯
痛
が
生
ず
る
可
能
性
、

つ
ま
り
非
歯
原
性
歯
痛
が
教

育
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
２

０
０
０
年
口
腔
顔
面
痛
懇
談

会
が
発
足
し
、
活
動
の
一
つ

の
柱
と
し
て
非
歯
原
性
歯
痛

の
診
断
と
治
療
の
啓
発
を
行

っ
て
き
た
。
ま
た
、
非
歯
原

性
歯
痛
が
２
０
１
４
年
、
平

は
逆
に
右
側
の
視
野
が
開

け
、
動
作
線
が
時
計
回
り
に

な
っ
た
。
ス
プ
ー
ン
で
の
摂

食
は
す
ぐ
に
馴
れ
る
が
箸
は

習
熟
を
要
す
る
。
左
手
使
用

は
イ
メ
ー
ジ
脳
の
右
脳
を
活

性
化
す
る
効
果
が
あ
る
。

　

時
速
何
十
キ
ロ
か
の
ス
ピ

ー
ド
で
視
点
が
移
動
す
る
電

車
に
乗
り
、
窓
外
の
風
景
を

観
察
。
近
く
の
建
物
は
あ
っ

と
い
う
間
に
後
方
へ
、
遠
く

の
物
ほ
ど
ゆ
っ
く
り
此
方
へ

近
づ
い
て
く
る
感
じ
で
、
風

景
全
体
が
回
転
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
電
車
の
先
頭

で
の
視
点
で
は
、
地
平
線
上

の
点
が
み
る
み
る
大
き
く
な

り
、
駅
に
到
着
。
駅
の
風
景

が
開
け
る
。

　

顔
に
個
性
が
あ
る
よ
う
に

歯
に
も
個
性
が
あ
り
、
我
わ

れ
は
歯
冠
修
復
で
、
歯
面
の

膨
ら
み
や
咬
み
合
う
面
の
高

さ
を
も
と
の
自
然
の
形
態
に

戻
す
た
め
、
適
切
な
位
置
に

視
点
を
移
動
し
、
作
業
し
て

い
る
。

　

人
と
会
う
時
、
挨
拶
か
ら

始
ま
っ
て
、
お
互
い
の
目
線

を
交
わ
し
合
う
こ
と
が
心
を

通
わ
せ
る
基
本
で
あ
る
。
し

か
し
、
立
場
も
考
え
方
も
異

な
る
間
柄
で
交
わ
す
視
線
は

一
様
で
は
な
い
。
温
か
い
眼

差
し
は
我
々
を
励
ま
し
て
く

れ
る
。

と
、
多
様
な
経
験
を
積
む
こ

と
に
つ
い
て
ほ
ん
の
一
端
を

挙
げ
る
。

　

最
近
、
診
療
疲
労
を
解
放

す
る
た
め
に
利
き
腕
と
反
対

の
左
手
を
使
っ
て
朝
食
の
準

備
を
し
て
い
る
。
食
器
運
び

や
食
材
カ
ッ
ト
で
左
手
が
主

役
、
右
手
が
補
完
役
だ
。
か

た
い
玉
ね
ぎ
や
人
参
を
カ
ッ

ト
す
る
包
丁
さ
ば
き
は
未
熟

で
筋
力
も
足
り
な
い
。
身
体

の
重
心
を
支
え
る
脚
は
左
か

ら
右
に
変
わ
り
、
診
療
中
と

視点を変えて見る
久松　聰（高槻市）

▷協会HPから申し込み
▷費用は３カ月で１万円 ※ 協会は情報提供のみです。

毎月更新 大阪府歯科保険医協会

求人情報サイト

http://osk-net.org/job/


